
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
江別第二小学校と江別第二中学校は、平成２９年度から令和３年度にかけて小中一貫教

育の第１期指定モデル校区として実践を積み上げ、令和４年度から施設隣接型の小中一貫
型小学校・中学校としてスタートしました。また、第２期指定となる他の７つの中学校区
においても、令和４年度までに様々な取組を試行し、本年４月から施設分離型の小中一貫
型小学校・中学校として実践を進めております。これにより、市内全域で小中一貫教育が
本格的に導入されたことになります。 
江別市の小・中学校では、これまでも充実した学校経営や教育活動が営まれ、子どもた

ちは落ち着いた雰囲気の中で、学力面や体力面をはじめとして様々な分野・領域で力を発
揮し、健やかに成長しています。 
一方で、子どもたちや学校を取り巻く環境は複雑化・多様化し、学校単独では解決でき

ない課題も見られるようになってきており、これらに対して学校間で連携して対応してい
くことが必要な時代となってきています。 
このような状況を踏まえ、これまでの学校教育の成果を生かしつつ、教育活動をより一

層充実させ、子どもたちの学びをさらに豊かなものにしていくための重要な教育施策の一
つとして小中一貫教育を推進していきます。 
保護者・地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
４月１４日（金）に、今年度転入された校長先生や教頭先生

を対象とした江別市学校教育推進研修会が開催され、その中で
小中一貫教育に関する研修も行われました。 
「目指す子ども像」や小中一貫教育の３本柱となる「系統的

な指導」「一貫した指導」「相乗的・補完的な指導」の具体的な
内容、昨年度までの各中学校区の実践等についての説明が行わ
れ、各学校の管理職の先生方に研修を深めていただきました。 

また、４月２１日（金）には、江別市 PTA 連合会の総会
に学校教育課の職員が出席し、小中一貫教育についての説
明を行いました。江別市の小中一貫教育は、教職員や保護
者・地域の皆様の「共感」の輪を広げながら、子どもたち
のためにみんなで創り上げていくことを目指しています。
PTA の皆様には、中学校区の取組にご理解をいただき、学
習や生活のスタンダード、校外生活のきまりの指導、家庭
学習や携帯電話・SNS の利用の仕方の指導、合同の PTA 活
動の推進等でご協力を賜りますようお願いいたします。 
尚、６月１日（木）には、自治会連絡協議会理事会に学

校教育課職員が出席し、各自治会の皆様へ小中一貫教育推
進へのご協力をお願いする予定です。 
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江別市教育委員会 

総務課・学校教育課 

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」 

挨拶をする黒川淳司教育長 

説明をする学校教育課職員 



 
 
 
 
 ４月２５日（火）に第１回江別市小中
一貫教育担当者会議が開催され、令和５
年度の市全体の取組や各中学校区の取組
の計画等について、交流・協議を行いま
した。 
 初めに、黒川淳司教育長の挨拶があり、
昨年度の各中学校区の特色ある取組への
感謝や、小中一貫教育の日常化、特別支
援教育における一貫した指導の必要性等、
本格実施の年にあたって留意してほしい
ことについてのお話がありました。 
続いて、学校教育課長と係長から江別

市の小中一貫教育の進め方の確認や、令
和４年度の評価、令和５年度の取組等に
ついての説明がありました。 

次に、各中学校区の代表者から令和５
年度の特徴的な取組についての発表があ
りました。 
主な内容は、「①中学校区内の全教職員が会同して行う合同会議や合同研修会が複数回開

催されること」「②『系統的な指導』
に関わる教科系統表・年間指導計画
の実践・修正・整備や、『一貫した指
導』に関わる学習・生活スタンダー
ドの日常的な指導が進められること」
「③中学校登校や乗り入れ授業、部
活動体験、合同新体力テスト、夏・
冬休み学習会への中学生支援ボラン
ティアの取組等の『相乗的・補完的
な指導』は、中学校区の実態に応じ
て特色ある取組が進められること」
「④学校教育指導・校内研究授業・
研究協議への相互参加や、小中一貫
教育グランドデザイン・中学校区リ
ーフレット、ホームページ等を活用
した保護者・地域への積極的な情報
発信に取り組むこと」等です。 
昨年度の課題に正対して取組の改

善を図り、他の中学校区の実践を参
考にして新たな取組を計画する等、
着実に各中学校区の小中一貫教育が
充実・進化しています。 
江別市教育委員会では、全ての中

学校区が「目指す子ども像」の達成
に向けて各種の取組をしっかりと推
進していくことができるように、可
能な限り支援に努めていきます。 

中学校区代表の発表（第一中校区 第三中校区） 

中学校区の話し合い（野幌中校区 中央中校区） 


